
収入金額(給付金は除く) -必要経費 =所得金額

1月 実績 円 円 円 円 円

2月 実績 円 円 円 円 円

3月 実績 円 円 円 円 円

4月 実績 円 円 円 円 円

5月 実績 円 円 円 円 円

6月 実績
見込み

円 円 円 円 円

7月 実績
見込み

円 円 円 円 円

8月 実績
見込み

円 円 円 円 円

9月 実績
見込み

円 円 円 円 円

10月 実績
見込み

円 円 円 円 円

11月 実績
見込み

円 円 円 円 円

12月 実績
見込み

円 円 円 円 円

円 円 円 円 円

〇専従者給与支払いの有無及び金額をご記入ください。

受給の有無 受給金額 給付金の名称

有　・　無 円

有　・　無 円

有　・　無 円

□事業収入　□その他（　　　　　　　　　）令和３年中

令和２年中 □事業収入　□その他（　　　　　　　　　）

令和５年中の収入申告書（減免申請用）

□遺族・障害年金※２　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

申請日：令和　　　年　　　月　　　日　6月以降は
「実績・見込
み」のいずれか
に〇印をつけ
てください。

左記以外　□事業　□不動産　□山林　□雇用保険※２　
給与の

収入金額※1
公的年金等の
収入金額

申請者：　

合計

＜令和３、４年度のコロナ減免を申請される場合＞国や都道府県等が支給する各種給付金（持続化給付金や家賃支援給付
金等）の、比較対象年２か年中の受給の有無、受給金額、給付金の名称、当該給付金を申告する際の収入の種類についてご
記入ください。令和４年度減免の場合は令和３、４年を、令和３年度減免の場合は令和２、３年を比較します。

給付金を申告する際の収入の種類

□事業収入　□その他（　　　　　　　　　）令和４年中

有　・　無
専従者給与
支払い額

円

令和５年１月以降の収入について、下記の太枠の該当箇所にご記入ください。令和５年１月１日時点で

１６歳以上の世帯主（国民健康保険に加入していない世帯主も含む）及び被保険者の分の提出が必要です。

複数の収入がある場合は、２枚目以降にもご記入ください。なお、記入していただいた金額がわかる給与

明細書や年金振込通知書等の資料の添付が必要となります。裏面もご記入ください。

 

 

 

 

 

※1：非課税の交通費は収入に含めませんが、課税となる交通費は収入に含めます。

※２：雇用保険、遺族・障害年金については、必要経費及び所得金額の記入の必要はございません。

＜裏面に続く＞ 円

合計所得（市使用欄）



〇今後の収入見込み

下記の項目に〇をつけてください。
〇現在の生活状況
１　　表面記載の収入　　（令和　　年　　月　　日退職）
２　　仕送り
３　　預金

５　　家族の扶養
６　　その他

４　　借金

以上のとおり申告します。

〇今後の生活状況　 *上記の質問で「2　今後しばらく、収入の見込みはない」の方は記入して下さい。

１　　仕送りで生活

1　　表面記載の収入と同様の見込み
２　　今後しばらく、収入の見込みはない（次の質問で今後の生活状況をお答えください）
３　　その他

２　　預金で生活
３　　借金で生活
４　　家族の扶養
５　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

この申告書が虚偽であって、城陽市国民健康保険条例による保険料の減免を
受けた場合は、同条例第２９条及び第３０条の規定により過料を課せられること
を承知の上で事実に相違ないことを誓います。
また、減免承認後、その承認を受けた事由が消滅した場合は同条例第２５条第
３項の規定によりただちにその旨を市長に申告することを誓います。

 

 令和  年  月  日 

 

 （あて先）城陽市長  

         （住所）京都府城陽市 

 

 

         （申請者）               


